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吐帯9．332

人ロ45．351
男21．815
女23．536

お
も
な
こ
と
が
ら

：1面】△出荷され

る早場米△定例市

会△勝原僑完成乙

iき1挙人名簿縦覧△

1業構造改片事業

Λ征開弊岫岫税宙

【2面】△完備した

六呂師スキー場△

教育テレビ開り△

葉たばこ収納△放

牧牛の発育良好△

議案説明

どんどん出荷される早場米

　　

品質も好成績

　

巾内の米のま蛮高は、稲作技術の向

上、耕地面砧の増加とともに、年々I－

いしてきました。ことしの収穫明は尺

候に恵まれ、y場米の出荷はすこぶる

噸調で、10川10日現びでり。くも予約数

叫より84トし：1；く□川下・837．4トンが

政府；こ売り雌されましたっこれは昨甲

の川刈に比べて3701ヽン上叫つており

IDレれロには＼）j3T・トンを越すものと

予想され、ことしも昨年に続く吸作と

なりそうです1

　

ことには品哺も統一され、寡頁も1．

2″yが令休の28．1・も、3等が66A＾c、とこ

れまでにこい町成縦でした。

　

農協別の政府売り渡し米は別表のと

おりですっ（lOMlO日現在）

巴協別 子約数 売り咬し数

九野 8．14】広 9．503俵

小山 23．879 23．96了

屹飼 16．005 16．819

下庄 35．972 36．230

上りミ 53．917 57．123

旨田 41．208 37，目8

阪谷 17．781 17．545

／［■．箇 587 399

計 197．290 198．704

゛陸の孤島さようなら二

勝原橋完成

　

陥皿l小池一人野線の九頭JIIにか

かる勝昭僑は、35年轟に着工以収21μ6

ヵ川ぶりに完成、ion8日から川通し

ましたっこの稿は、34年の仙勢湾台風

でつり僑が流されたので．県が総工費

4F・400万円で、延長12レードレ、幅

5．8メートルの永久僑にかけかえたも

のです．

　

勝原稿は／£簡地区の生命線ともいう

べき重要な稿で．工事中にはド流の鮫

僑が流され、再度陸の釦；5となったこ

ともあり、この竃成で打波地区民の表

帖は明かるく邨いています。

定例市議会 22議案を可決
療養給付期間制限を廃止

助産、葬祭費2千円に引き上げきまる

　

第57回定例巾議会は9月29日から間

かれ、57年度一般会計、特別会計の追

加史正予算、人野市衛生処理場条例の

制定など22議案と．請願6fT、陳情9即

について慎ぷ：な審議が続けられ、10川

3川いずれも口丿決採択されました。

　

（議‘4S内容は2面に掲載しました）

　

春日保育所着工

　

巾はこのほど総以

ぺ歯1保青叫の建設に片手、明作3月

に工‘μ完成、4川卜1から開喇のT恍：で

す。同に育所は斥日三区。朝野ダンス

1抑川こ、柘ンド4｛建てで収が人吋は80

名となっておりますっ

　　

大切な選挙人名簿

　　

11月5日から縦覧

　

選？のあるなしにかかわらず、毎年

9i］15川現りミで調製する法本選乍人名

沁が、1□j5日から19日までの15口間

政覧されますっこの選乍人名簿は、こ

としの12川20日から七年の12月19口ま

での間に行なわれる選乍に使用されま

す。

　

剌年は巾資公議a、匂事、県会議は選

乍に使川されるノ、エリな名溥ですったと

え選y怜があってもf・1溥にび録されて

いなければ投票ができませ人。とくに

ことし成人された方（昭和17年12月21

日までに宅まれた方）や印行をかえら

れた与、新しくノ、：野巾にこられたむは

ひ録もれになつていないか、また記載

弔川に迎いが々；ヽかをぜひ確かめてく

ださい。

期待される農業構造改善事業

近く下庄の4部落で着手

　

田は農業法本：法に法づいて、農業経

営の合理化と噺外の向上をはかるため

で農業構造改かμ1促進対策jをもうけ

令国各地に・リロツト地域（補助対象

地区）の指定を行ないました。

　

ことし丿Jに数’レない申から、当巾

ド庄地区が選ぱれましたので、巾では

かねてから綿密な小業計画を検討中で

したが、このほど次のような計画がま

とまり、近くa林竹の・μ業喰認を受け

て着手することになりました。

　

この事業計画では、農協が1ミ体と々

つて水稲の竹小

両中野、西占、けミ林の4部落の耕地整

理を行ない、人型農磯回の召人や共同

施設の完備につとめ、引川Oアール当

たりの必要労ノJを現在の25ノ、から9へ

に省力する予定です。

　

これによる余剰労／Jは、指定小：？lと

は別に融資ql独IC覧として、5り1羽ji

鶏と乳牛200頭の陥aト」1地を造成する

計画です。

　

事業完成後は、農協が施設竹理規定

を定め、田ごしらえから防除、収穫ま

ですべて共同で行ない、10アール当た

り、8r－500円程唆の機械施設利川糾を

納めるだけで、各自の手間はほとんど

かからないことになります。

　

（々1は唄業区域を小す）

　

市社会教育振興大会

ときI1月28日午前9時

ところ巾役所大会議室

参会者各種｜ヽJI休代表、礼会教育関

　　　　

係者、一般希望ご

叫究萄青少年付策について

　　　

新生洒運動が浸透しているか

　　

小児マヒ予防注射

19川下庄、富川出恨所

20日上庄、阪谷出張叫

21日大野公民館

22［1大野公民館、瓦箇地区

　　

時刻はいずれも午後1時～2時

　

ジフテリヤ、百日せきの追加

ときI1川30日午後1時～2時

低開発地域工業開発地区に

　

大野市が指定される

　

かねて申請中であった大野市が、武

開発地域工業開発促進法によって9月

15口正式に指定されました。市では工

場誘致に必要な気象、産業構成、立地

条件などあらゆる法礎調査をおこなっ

ています。

　

この法は、産業開発の程度が低く、

また経済発展の停滞している地域を桁

定して、大都市に集中した工場を誘致

し、雇用の増大を図り、地域間におけ

る経済的なずれを少なくして、国民経

済の均衡のとれた発展を遂げるように

しようとするものです。

指定によって工場誘致に有利な財政措

置がおこなわれます。

　

時効期限を1年延長

　　　

引揚者給付金

　

第40国会で引揚者給付金等支給法の

一部が次の通り改1’Eされました。該当

する方は市拓團率務所で于続きをして

ください。

　

1、生後6ヵ川木両の乳児であった引

　

き揚げ行については外地！沼l潮聞か

　

6ヵ月未満のものであっても引揚抒

　

給付金が支給される。

2、日本田政府の命71または要請によ

　

り外地に生活の根拠を有するものと

　

厚生大臣が認める晋については、外

　

地居住期間が6カU未満のものであ

　

っても引揚行給付金又は遺族給付金

　

が支給される。

　

3、引き揚げ後昭和32年3月3田以前

　

に、20歳以上25歳末満で死亡したれ

　

の遺族に逃族給付金が支給されるっ

　

4、引揚者給付金または遇族給付金を

　

受ける権利の時効期限が1年延長さ

　

ねた。（昭和58年5川16［］まで）

ところ大野公民館

（第帥．J1日を受けられなかつたな）

アホナコzチャ／

　　　

私鉄運賃値上

E晩酌が｀に行になりました・

　　　　　　

一一廿ラリーマン

あほなこ9ぢ／
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一段と完備した六呂師スキー場

　

ナイターもOK．／

　

県、市、地元振興会では、六呂師高

原に展望台、夜間照明、それに展望台

に通ずる道路など観光施設の建設を急

いでおりましたがこのほど完成しまし

た。この施設は二角山頂上のスキーリ

フト終点に、工費170万円で建坪58平

方メートルの休憩所と展望台とをかね

た鉄筋コンクリート建ての観光ハウス

と、展望台に通ずる長さ880メートル

帆】。5メート・レの道路。それに工費167

万円でリフトの屯側ぞいに700～1．000

ワットの投光器16個と400ワットの氷

釦灯5佃の夜間照明を取りつけたもの

です。これら一連の施設完成によって

向川を一新し、北陸随一の六、1べ師ゲレ

ンデが生まれました。

　

人野盆地を一望におさめ、スキーシ

ーズンはもちろ人。存はつつじ、Qは

避糾・、軟はハーrキングと、たのしい砂

を呼ぶ絶好の観光地として脚光を浴び

ることでしよよう。

教育テレビ第1r£で

　　

n月1日から開局

　

NHKが、かねて建設中であつだ大

野教育テレビ中継施設がこのほど完・戊

し、1げ】は‾1から開局されます。これ

は昨年建設された荒島テレビ中継所に

付設されたものです。

　

NHKでは聞’、4を記念してつぎのよ

うな催し物をおこないます。

　

とき11月10日午後6時30分

　

ところ市役所大会議室

　　　　

内容

　

1ニュース映画CNHK新作）

2NHK海外特派日報告

　

（南太平洋特別収材班、森以章）

3文肛溝演

　

九州人学教授評論家鳥僑義孝

　

第1回市長杯模範

　

安全運転競技会

　

交辿安全川間中の10H13日、巾内各

回庁と交通安企研究会の共1崔で陥範女

令辿転競技会が行なわれました。この

目、巾内の24トjl体から45名が参加し、

巾役叫～三番～抑1」゜～巾役所前に至る

3キロメートルのコースで［］ごろの腕

を競いました．

　

審食は法規と技術の両嚇にわたって

阿々われた循牝けリJ律暦片冶の

休川咄人さん．、2仁・：片呆モークースの

越冊八郎さ人、引げ化糾品小売で？j洽

の7柚1ミ栄さ人がそれぞれ人賞しまし

たっ

　

この競技会は交通／yt運動の一瑞と

してげ

かりでなく．歩阿行のかたがたも交通

ルールをじゅうぶんに‘、yり、交通事故

はj7くなくしたいものです。

市職員採用候補者試験

締め切り11月20日

　

58年度の市職は採用候補者初級

試験をつぎの要領でおこないます。

○試験X分

　

事務職（一般事務に従事する）

○受験資格

　

昭和12年4月2日から昭和20年4

　

月1日までに生まれた方で、資

　

格は高校卒業以上（栽年3月卒

　

業見込みの者をaむヽ）

○受け付け期間H月6日～20日

○第1次試験

　

11月25日午前9時から大野高校

　

で

○試験科目

　

国語、数学、英語、社会

○第2次試験12月上旬予定。

　

日時および場所は第1次試験合

　

格者に通知します。

○方法

　

口述試験、作文、身体検査

詳細については市総務課でお闘き

ください。

あほなこっちや／

　　　

交通地ごく

匠おそろしや、おそろしや］

　

ー地獄の鬼－

アホナコッチャ／

　

最高は12万3千円

　

葉たばこの収納はじまる

　

140ヘクタールの耕作面積と659名の

耕作者をもつ市内の葉たばこの収納が

10月5口からはじまりました。

　

ことしは、公社の買い上げ仙格がキ

口当り平均38円ほど高くなりましたが

これまでの収納成績は、10アール当た

りの平均以川は201キロ、キロ当たり

仙格は380P］で、収入は7亙6千円、こ

れは昨年の8万5千円に比べて1万円近

くの減収となっております。しかし10

アール当たりの市内の最高収入は12万

3T円となっています。全般的な減収

は柚付期の川

ぱっが原因でい目が減ったためです。

　

厚売公礼では、ことしは例外として

平年で10アール当たり平均収入10亙円

になるよう：IUIを重点に指導し、耕作

面積も22ヘクタール増し、巾内で162

ヘクタールにする予定です。

はなばなしく全国大会

　

複式の先生たちのつどい

　

10月22．23の両日、第10回全国複式

教台研究大会が当市で開かれました。

北は肖森県から南はf4モ賀県にわたる約

200名の会ほが、六M師小学校（閥語）、

森日小学校（算数）、恥の氷分校（盲楽）

の5班に分かれ。｀゛いかにして、めぐま

れない複式の于らの学習効囃を高める

か。について熱心に話しあいが続けら

れました。

　

へき地の教育については、日似ま財

W．のトップを切っているといわれるほ

ど進んでおりますが、今後ますます研

究するこ。とを1ていあって解散しました

予算総額は7億6千480万円 一般会計

教育委員に野村重三氏
巌案66り・～68り・37年度－般会計、特

　

別会計の追加更正予算について

　

こ人ど一般公計で2T700万4r－480円

か迫㈲され、予算総額7億6千480び9T

円となり1したっ

　

追り11されたおもなものは巾殷断賞の

352万8丁一円、｜資。木費の1千789；j7千円、

これは災害明日費IF58凪道路費5つ0

万、都巾計画費日6リ7r円、教育費の

328ね6千200円、産1経済費の308万5

F円などです。

　

国民健康保険1業会計は、56万5千

円が追加され、予算総額5千879万8千

円となりました。これはこんど条例の

改Illによる傑険給付費の増額分です。

　

簡笏水道事業会計は83町円追加され

ました、これは氷私蔵生両水道の水

源拡帳費です。

議案59げ一般会計一時借り入れ金に

　

ついて

　

37印度の資金嘆引こあてるたか肩時

俳りノ、れの限唆額をl億5干与円に変心

されましたっ

議案70廿市一般職の職員の給与に関

　

する条例のー部改正

　

10川から操業を始めた衛生処理場の

長の職務の格付けです。

議案71廿市農場設皿条例の一部改正

　

これは農場艮、係長などの人事川語

が修dEされたものです。

議案z2吋市清掃条例の一部改正

　

これまで36リットル（2汁）当たり32

円であった汲み収り手歓料を36円に改

められましたc

議案73リ市衛生処理場条例の制定

　

これは術生処理場の旭営上必要なこ

とがらを条例で定めました。

議案74リ国民健康保険条例の一部改

　

正

　

これまで同一病気の療養給付期間は

3堕までであったのを、結核性の病筧

を除く他の病気、負傷の給付期間の制

限がなくなり、なおるまで給付がおこ

なわれます。また。これまで500円であ

った助回費、1Γ円であった非祭賞が

それそれ2千円に引き上げられました

議案75廿市消防団員などの公務災害

　

補償条例の一部改正

　

これは消防ト肝4の公務災富袖盾の仙

準癩於にり0．7ろ引き上げられました

議案76リ起債と償還方法について

　

これは公有林整備事S費に当てるた

めに農林漁業金融公田から210万円、

いぶ処即場整備小零費として公営jt

金融公印から800万円をそれぞれ溥通

袋匿方まで起にするものです。

議案77り・予算外義務負担について

　

咄徳中学校の41内体操場とその付図

か新築のため、2丁・550り‘円の予算外義

務負細をおこなうものです。

議案78廿財産の処分について

　

川辺1金沢・岐Q線拡張のため山林303

坪と、区【山i整理で廃辿になった阿雅机

の19坪、唯111された隅離病舎（中保）を

それぞれ処分することになりました。

議案79リ請負契約の締結について

　

尚徳中学校第3期工事を2珊320杓円

で頁的絹と砧負契約するものです。

議案80廿福井県農業信用基金協会の

　

会員となることについて

　

協会に加人して一定の法金を出資す

ることにより。農裳経営資金の融資が

円滑におこなわれ、農業者の融資機関

からの俳り入れ金に対して債務の沁沁

をしてくれます。

議案81リ専決処分の報告

　

庁が建設費に当てるため、3丁野万円を

資金運川部から酋通貸借方法で起債を

するこム

議案82リ教育委員会委員の任命につ

　

いて

　

9川30日でに期両fとなった臼井余

蔵氏の後任に、存目瓦区の野村重二氏

（46）が議会の同意をえて任命されまし

た。

議案83リ固定資産評価審査委員の選

　

任について

　

10川5川で任期満jとなった三浦宗

一郎氏の後任に水落の］l田仁平氏（54）

が選係されました。

議案84吋公平委員の選任について

　

10り6日任期満rとなった萍多山友

三、常見憲馬両氏、の後旧こ、ド麻生島

の島田次郎右衛門氏（62）と坂りの坂恥

文雄氏（56）が選任されました。

議案85リ財産の交換について

　

雨津里江氏の私有地と消水の巾有地

とを無償交換することになりました。

議案86り造林事業に関する契約につ

　

いて

　

巾有帥4造成のため、中狭の共有地

23．2ヘクタール、および上焼片の共有

地8．3ヘクタールに山が造林して収益

の6割を市、4割を部落とする分収造

林の契約です。

大きくなったモーちゃん

　

黒谷、丁、大矢戸の放牧場

　

ことし6月から放牧された黒谷、丁

人矢口の各放牧場の牛は、運動が盛ん

なため発育がよく、舎飼に比べて平均

休長、体高ともに2～2．5センチ、体重

で15キロ人キく、！砲違えるような体桁

になり、iO川12日元気に山をドりまし

た。6ヵ月の放牧期間を終った牛は各

農家で500キロを日標に肥育され、永2

年末に肉牛として出荷されます。

　

この放牧牛は、県外から導入した：生

後6～10ヵJjの和牛174頭で、放牧費は

1ヵ月1千円でした。

　

各地の牧野面積と放牧数は次のとお

りです。

　

上黒谷62ヘクタール108頭

　

人矢戸50／／20頭

　

下丁20〃2㈲

　

小黒見40・・25頭

路侭■昏Å漱
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